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八イブリツド式加湿器 MDL - KH 1003 


取扱説明書-保証書 




このたびは、当社製品をお買い上げいただき 
まして、誠にありびとうございまず。正しくご 
使用いただくために必ずこの取扱説明書をよく 
お読みください。なお、お読みにな5れたあと 
もいつでも見5れるよラに大切に保巧してくだ 
さい。 



ま全上のごミち意 . P . 2〜3 

各部のち称とはた5き . P . 4〜已 

正しい使いかた . P . 6〜10 

お手入れと保存 . P . 11〜12 

修理.ヴービスを依頼ずる前に . P . 13 

アフターヴービスについて . 裏表紙 

な証書 . 裏表紙 



品 名 

八イブ U ッド式加湿器 

型 名 

MDL - KH 1003 

電 源 

AC 100 V 已 0/60 HZ 

定格消費電力 

48 W 

加湿性能 

1時間当り H (強）：約] 80 ml / L 願）：約日 0 ml / SL (微弱）：約 40 ml 

連続加湿時間 

約10時間 （H (強）運転時） 

タンク容量 

約] 800 ml 

電源コード長さ 

約] .8 m 

外形寸法 

直径200 X 高さ 360 mm 

お g 

貨 里 

約].1 kg (本体のみ） 

付属品 

取扱説明書-保証書 X 1 、 U モコン X 1 、 U モコン用電池 X 1 、 

ア□マ台座（台座内にフてルト]枚装着済み） X 1、交換用フてルト X 2、 

セラミックディスクセット X ]、 U モコン立て X 1 


参仕様等は改善•改良の為、予告な < 変更する事びあ D ます。 

♦ この製品を使巧でさるのは曰本国内のみで、ミ毎がでは使巧でをません。 


(This unit can not be used in foreign countries as designed for Japan only.) 

りなぶ舍社 ドウ己1己1わ 































まを上のごま意 


♦ご使用になる前に、この r 安を上のごミち意 J をよ<お読みの5え、正し<お使い<ださい。 
♦ここに巧したを意事！！はまをに関する重大な内容を記載していまずので、おず守って<ださい。 
♦お読みになつたあとは、おほいになる方びいつでを見5れるところに、化ず保巧して<ださい。 


A 警告 

誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ可能性が想定される内容を示します。 

A ) ま忌 

誤った取り扱いをずると、人び傷害を負ラ可能性および物的損害の発生び想定される内容を示 
しまず。 

(物の損害とは、家屋-家財-家畜•ぺット等にかかわる拡大損害を示しまず。） 


図記号の意味と例 



( S ) は、「してはいけないこと」を意味していまず。具体的な禁止内容は、&①中や近くに絵や 
文章で示していまず。 庙図の場 S ホ、 r 分巧禁止」を示しまず。） 

處 

参は「必ずずること」を意味していまず。具体的な強制内容は、参の中や近くに絵や夕章で示 
していまず。 （ち図の場合は、「電源プラグをコンセントか S 巧くこと」を示しまず。） 



0 

禁止 

交流100 V 1 U がでは使用しない。 

火災‘感電の原因にな0ます。 

〇 

指示 

電源プラグはコンセントの奥までしっかり差し込む。 

感電•ショート•発火の原因にな0ます。 

電源プラグの巧および刃の取り付け面にホコリび付着し 
ている場合はふさとる。 

ホコ U び巧着したまま電源プラグを差し込むと、ショート‘ 
火災の原因になります。 

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に 
曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり、重いもの 
を乗せた0、挟み込んだりしない。 

火災‘感電の原因にな0ます。 

起 

プラグを抜< 

使用後は電源を切り、電源プラグをコンセントか5抜く。 

火災や故障の原因になります。 

電源コードや電源プラグび傷んだり、コンセントの差し込 
みがゆるいとさは使用しない。 

感電‘ショート‘諾义の原因になります。 

お手入れの際は、ま全のため電源プラグをコンセントから 
巧く。 

感電•火災’けびの原因になることびあります。 

子供だけで使わせたり、幼児の手の届くところでは使用し 
ない。 

けび‘感電の原因になります。 

分解禁止 

分解しない。また、修理巧術を LU がの人は修理しない。 

义災•感電•けびの原因になります。修理は販売店またはド 
ウシシャサービスセンター（裏表紙参照）にご相談くださ 
い。 

本体のずを間|しピンや針金などの金属物等、異物を入れ 
ない。 

感電‘けびの原因になります。 

磯） 

めれ手禁止 

めれた手で、電源プラグを抜を差ししない。 

感電の原因になります。 

0 

使用禁止 

異常時(こげ臭い、発煙など)は電源プラグを巧き、使用を 
停止する。 

乂災‘感電の原因にな0ます。 

(§) 

水めれ禁止 

水につけた0、水をかけたりしてめ5さない。 

ショート‘感電の原因にな0ます。 
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A ミ主意 


0 

禁止 


湿度の高いところ (8 日％ 1 U 上)では使用しない。 

室内を濡 b した0、故障の原因となります。 

〇 

指示 

電源プラグを抜くときは電源コードを持たずに必ず電源プ 
ラグをもって引き抜く。 

感電•ショート•電源コードの断線の原因になることびあり 

9 0 

ミストが直接、家具•壁•力ーテン•天井などにあたるところ 
で使用しない。 

家具•壁に染みびついたり、変形の原因になります。 

本体を壁、家具、カーテン、寝具などから日 0 cm 掛上離して 
ご使用ください。 

本製品を使用しないときは、水を搭てる。 

使用しない水をそのままにしておくと、カビや雑菌び繁殖 
し異臭の原因になります。 

使用しないとさは、水タンクの水を捨ててください。 

犬やネコなどのペットのためには使用しない。 

ペットび本体や電源コードなどを傷め、火災の原因になる 
ことがあります。 

水タンクおよび水槽の水は毎日新しい水道水と入れ替え 
る。本体內部は常に清潔を保つよラ定期的にお手入れず 
る。 

お手入れせずにお使いになると、巧れや水アカにより、カビ 
や雑菌び繁殖し、異臭の原因になります。まれに体質によっ 
ては、過敏に反応し健康を害することびあります。この場合 
は、医師に相談してください。 

傾いた場所や棚などの高い場所•不ま定な場所には置か 
ない。 

転倒すると本体の破損、けびの恐れびあります。 

5ストの出□に指を入れない。 

けびの恐れびあります。 

5ストの出□をふさがない。 

S スト吹出□をふさぐと、変形や故障の原因とな0ます。 

本製品の近くに携帯電話やパソコンなどを置かない。 

加湿器の運転中は、加湿器周囲の湿度び高くなりますの 
で、湿気に弱い携帯電話かくソコンなどの電子機器等は加 
湿器の近くに置かないでください。 

水道水に含まれるミネラル分(カルシウム、マグネシウム 
など)びミストと共に空気中に放出され、水分び気化したあ 
と、白い粉状になって室阿こお散されまず。人体には無害 
ですび精密機器、電子機器などの故障の原因になるおそ 
れびありますので、ホコ U やちれに弱い機器のあるところ 
では使用しないでください。 

水道水切列■は使用しない。 

一般的に水道水は塩素殺菌処理されており、雑菌び繁殖し 
にくいためです。 S ネラルウォーター、アルカ U イオン水、 
井戸水、浄水器の水を使用すると、カビや雑菌び繁殖しや 
すくなったり、水アカび多くなった0して、異臭の原因にな 
ります。 

お湯は使用しない。 

4び C 政上のお扇を使用すると、変形•誤動作の原因になり 
ぶ 9 〇 

会 

凍結にミ主意ずる。 

凍結のおそれびあるとさは、本体の水を捨てる。 

ア n マオイルなど芳香剤を水タンクへ絶対入れない。 

本体の破損、故障の原因になりまず。 

本体をカーペットなどの柔5かい繊維の上に直接置いて 
使用しない。 

使用ずると、本体の吸気□びふさびり、本体の故障や水漏 
れの原因になりまず。 

本製品をはテレビ、ラジオなどか！5吕 m 政上はなして設置 
ずる。 

雑音の原因になる場合びあります。 

お手入れの際はを宅用洗剤•シンナー•ベンジン•アル 
コール•磨を粉などを使わない。 

変色‘変形‘感電‘故障の原因になります。 

本体を傾けない。 

水タンクに、水を入れたまま本体を傾けると、水びこぼれる 
恐れびあります。 
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各部の名祿とはた 3 を 


ミスト吹出 □ 


操作部 

リモコン受光部 


广加湿量ランプ^タイマーランプ 


電源ボタン 


〇 


加湿■設定 
ボタン 


タイマー設定 
ボタン 


〇广を）〇 0((‘ ）0(©) 

P/E H/L/SL CONT./2H/4H 


電源/給水表示ランプ 
加湿量の設定： 

加湿量設定ボタン flT ) を押ずごとに次のように切り曾ね 
ります。 


H r 強 J 
t 


L 「弱 J 一 SL r 微弱 J 


加湿量の設定 

加湿量ランプの色 

…里」 

青色点灯 

L r 弱」 

黄色点灯 

SL 「微弱」 

黄色点減 


タイマー機能の設定： 

タイマー設定ボタンを押すごとに次のように切り替 
わります。 

CONT . 「連続運転」一 2 H に睹間後オフ J 一 4 H 「4時間後オフ J 


タイマーの設定 

タイマーランプの色 

CONT . 「連続運乾」 

消な状態 

2 Hr 2 時間後オフ」 

黄色点灯 

4 Hr 4 時間後オフ」 

黄色点減 



水タンク取っ手 
水タンクを運ぶ際に 
使用しまず。ミスト 
□に指を入れ、内側 
を持ちまず。 


水路カバー 


吸気口（底面) 


電源コード 
電源プラグ 


水路カパー 



※水路カバーを正し<取り付けないと、本体より 
お湯びあふれる原因となります。 

水路カバー下部脚部分（点線部）を本体水路の 
溝部（矢印で指し示している箇所）にしっかり 
と差し込んで < ださい。 
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(本体のボタンと同じ働きをしまず） IMM - D 旧 C 001 


心ち意 


• ア□マオイルなど芳香剤を水タンクへ絶対入れない。 

本体の破損、巧障の原因になります。 

• 本体を移動させる場さは、巧に水タンクをはずし、本体の水を捨てる。 

水タンク及び本体の水びこぼれるおそれびあ0ます。 

• 水路カバーを必ず取り付けて使用ずる。 

取り付けないで使用すると水漏れの原因にな0ます。お手入れの時(外は取りはずさないでください。 

• 本体の水を捨てるとさは、が水方向矢印刻 EP の方向か5捨てる。 

他の方向か日水を捨てると、を風□に水び入るなど、故障の原因になります。 


r 'N 

ネオーバーフ□ーセンサー について 

オーバーフ□一とは水位び異常に上昇した状態をいいまず。 

オーバーフ□ーセンサーは通常では動作しませんび、オーバーフ□一した場合は、ヒーターの運転を 
停止し、水溢れを防止しまず。オーバーフ□ープールに水びたまっていた場合は、排水方向から捨て 
て < ださい。 

水路の水位び正常に戻るとヒーターの運転を再開しまず。 

V_ ) 

















































正しい使いかた 


使用前の準備 

1. 本体をア□マ台座にセットずる 

ア□マ台座は本体裏側のネジ巧へ支柱を最後 
までしっか0差しこんでください。 

2. 本体とア□マ台座を水平な場所に設 
置する 

安定した水平な場所に設置してください。 

A :± jg テレビ、ラジオなどか！ 5 吕 mJiLh はなして設置ずる。 

^ 雑音の原因になる場合びあります。 


3. 給水ずる 

① 本体上部のカバーを回しなびらはずしまず。 

② 本体より水タンクを取り出し、水タンク 
キャップをはずしてされいな常温の水道水 
を入れて < ださい。 

③ 水タンクキャップを確実に締め、こぼれた 
水をふさとり、水漏れびないことを確認し 
て < ださい。 


A 注意 

• 水道水 1 U 外の水は使用しない。 

• 運乾お了後、再度給水ずる場合はカバーを 
取りはずずとさにカバーの部の水滴がこぼ 
れまずので、タオル等を準備して本体や巧 
び濡れないよラにしてぐださい。 

4. 水タンクを本体に確実にセットずる 

•水タンクを本体にセットし、本体にカバーを 
しっかりかぶせまず。 

A 警告 

外出や本体か 5 長時間離れるとさは、 電源 プ 
ラグをコンセントか 6 抜く。 

消し忘れや火災の原因になります。 



己.電源プラグをコンセントに差し込む 


U モコンにごいて 
電池を入れる 

下記の手順で新しい電池（コイン形 U チウム電池 
CR 2032) を入れてください。 

1. 電池ボックスを引さ出す 

※指を引っ掛けて弓 I き出しまず。 

2. +と一の向きにミち意して、電池を入 
れる 

《+プラス側を表にして入れて<ださい。 



臣 































3. 電池ボックスを差し込む 

※カチッと音びずるまで押し込んで< ださい。 
《電池ボックスの挿入ち向にを意してください。 


リモコンをほ用する 

本体の U モコン受光部に向けて U モコンを使用し 
て < ださい。 

リモコンの取0巧いについて 

U モコンを使用しないとさは、付属の U モコン立 
てに置いてください。 

《1」モコン本体は構造上まっすぐ立ちません。 


運拓の閲始/停止 

1. 運転を開始する 

電源ボタン C © を巧ずと電源/給水表示ラン 
プ （ P / E ) び緑色に点好し、約2分後に加湿運 
転を開始しまず。 

※ミスト吹出□に、水び溜まることを防ぐた 
め、ファンモーターの運転を約]分間に] 
回、約2秒間止めていまず。 


2. 運転を停止する 

電源ボタン®ををラー度巧ずと、運転を停 
止します。 

加湿運転を停止後、約]分間送風運転を行 
し、そのあと完全に停止しまず。 


U モコンを落とさないでください。 

A ミち意 落下すると、 U モコンの破損、けびの恐れび 

あ D ます。 


ほ。可能趙囲 

• 本体正面から直線で約 3 m 
•本体正面から左ち約3□度 
• U モコンと本体の間に障害物びある場合は、 
U モコンび正常に動作しないことびあ0まず。 




電池の寿命を長くずるため、長い時間使わ 
ないときは電池を取りはずず。 

電池の破裂や液もれを防ぐため、 +- を正 
しく入れる。 

電池の巧電•ショート•分解-火への段入- 
加熱などはしない。 

万一、液もれが起こったとさは、端子部を 
よくふさ取ってか 5 新しい電池を入れる 


リモコン 
受光部 


〇 


電源ボタン 


加湿 量 ランプ P タイマーランプ 

加湿 量 設定 タイマー設定 

ボタン ボタン 


〇 C の〇〔(((‘ 0 〇 ) 

P/E H / L/SL CONT ./2 H /4 H 


電源/給水表示ランプ 



を場に就寝ずる際、暖房機を止めて室内の 
温度が1日下になり、加湿運おを継続 
ずると結露が発生ずることびありまず。 

本体や床び濡れることびあ0ますので、就 
寝時や室温び]日む切下、湿度び6日％上 
になる状況び予測される環境で使用される 
場合は、加湿運転を L 「弱」または SL 「微弱」 
モードにするか、使用を停止してください。 
電源/給 か表示ランプ （ P / E ) が消えてか 
5 ずぐ 電源 ボタンを押しても、約 2 分 
間は加湿しません。水温を巨0で ly 上に加 
熱し、殺菌を行なってか 5 加湿運転を巧な 
ラためでず。 


























正しい使いかた（つづを) 


加湿量の設定/タイマーの設定 

運転時に加湿量設定ボタン 广巧。 を巧ずと加湿量の 
設定、タイマー設定ボタン®を巧ずとタイマー 
の設定びでさまず。 

1 . 加湿量を設定する 

加湿量を設定ずるには加湿量設定ボタン CE ) 
を巧します。]回巧ずごとに L 「弱」一 SL r 微 
弱」「強」と切り替わりまず。 H 「強」の 
とさは青色ランプび、 L 「弱」のとさは黄色ラ 
ンプび点灯し、 SL 「微弱」のとさは黄色ラン 
プび点滅しまず。 

2. タイマーを設定する 

タイマーを設定ずるにはタイマー設定ボタン 
® を押しまず。]回巧ずごとに 2 H 「2時 
間後オフ」一 4 H 「4時間後オフ」 - CONT . 
「連続運転」と切0替わ0まず。タイマーラン 
プは 2 H 「2時間後オフ」のとさは黄色くラン 
プび点灯、 4 H 「4時間後オフ」のとさは黄色 
<ランプび点滅、 CONT . 「連続運転」のとさ 
はランプび消灯しまず。 


リモコン 
受光部 


〇 


電源ポタン 


加湿量ランプ P タイマーランプ 

加湿量設定 タイマー設定 

ポタン ポタン 


〇 C の〇〔((【‘ ） 〇 ( の 

P/E H / L/SL CONT ./2 H /4 H 


電源/給水表示ランプ 


本製品は壁や周囲か6適当な距離を 
巧って < ださい。 

本製品の設置は LU 下の点にミ主意してください。 
•本製品は壁、寝具、カーテン、家具などから 
已 0 cm し U 上離して設置してください。 

- 5スト吹出□を壁、寝具、カーテン、家具に向けな 
いでください。 



• じゅ5たんなど毛足の長い巧の上には置かないで< 
ださい。吸気□びふさび D 、 本体の故障、周囲へ 
の水漏れの原因にな D ます。 

•本製品を使用すると、水道水に含まれる5ネラル 
分などび、白い粉状になって室内に化散されます。 

近<に置いた家具や電子機器などに付着し、白い 
巧れになったり、機器の機能に悪影響を与えてし 
まいますので、設置場所には十分注意して<ださ 
い。 

-本製品の近<には携帯電話、パソコンなど湿気に弱 
い電モ機器、精密機器は絶対に置かないで< ださ 
い。 

V_ y 


加湿量の設定： 

加湿量設定ボタン (] のを巧ずごとに;欠のように切り替わり 
まず。 


タイマー機能の設定： 

タイマー設定ボタンを巧ずごとに巧のよ5に切り替わ 
0ます。 


H 「強」一 L 「弱 J 一 SL 「脚弱」 

X _I 


加湿量の設定 

加湿量ランプの色 

H r 強」 

青色点な 

L 励 

黄色点灯 

SL 「微弱」 

黄色点減 


C0NT. 「連続運励 一 2H に時間後オフ J -4H 「4時間をオフ J 


タイマーの設定 

タイマーランプの色 

C0NT. r 連続運転」 

消巧状態 

2Hr2 時間後オフ」 

黄色点灯 

4Hr4 時間後オフ」 

黄色点減 
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運起中に電源/給水表示ランプ ( P / E ) びホちに点灯したとき 


電源/給水表示ランプ （ P / E ) び赤色に点灯した 
とさは、水タンクの水び足りなくなっていること 
を表しています。 

水タンク、水檀内の水びかなくなるとブヴーび已 
回鳴り、電源/給水表示ランプ （ P / E ) びホ色に 
点なしまず。 

①水檀に残った水を捨てたあと、新しい水道水 
を水タンクに入れてください。 


ア□マ台鹿の使いかた 

1- 本体にセットされているア□マ台座 
のフェルトケースを引を出ず 

2- フェルトケースにセットされている 
フェルトにア□マオイルを染み込ま 
せる 

フェルトケースにフェルトびセットされてい 
ることを確認してください。市販のア□マオ 
イルまたはエッセンシャルオイルを外側にこ 
ぼれないよラ注意しなびら2〜3滴フェルト 
に染み込ませます。次にフェルトケースを本 


③水タンクより本体に水び行きわたりますと、 
電源/給水表示ランプ ( P / E ) び消灯します。 
⑤電源ボタンを押して、運転を開始して< 
ださい。 


給水が必要な場台、ブザーが曰回晴り、 
胃 電源/給水表示ランプ (P/E) びホく点 

政 L 為 なしまず。水タンクに水を入れてくださ 

し、。 





体の奥までしっかりと差し込みます。 



ア□マオイルまたはエッセンシャルオイル 
をフIルトケースか5溢れるまで入れずぎ 
ない。 

ア□マオイルまたはエッセンシャルオイル 
がフ王ルトケースの列測に付着した場含は 
必ず巧さ取る。 

フェルトケースのが側にア□マオイルまた 
はエッセンシャルオイルが付着した状態で 
ア□マ台座に差し込まない。 

本製品専用のフェルト W がで使用しない。 

ア□マ台座の破損-故障の原因になります。 


r 





アロマオイル、または 
エッセンシャルオイル 
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フェルトケースのぐぼみ 
か5浮さ-はみだしびな 
いように m の下にセット 
してぐださい。出し入れ 
ずるときに引っ掛かる恐 
れがあ0まず。 


ノ 


3. 運転を開始する 

P .7 の運転の開始/停止の手順に従い運転を 
開始して<ださい。ア□マの香0を含んだ加 
湿をお楽しみいただけまず。 

アロマオイルまたはエッセンシャルオイルを 
入れない場合は通常の加湿器としてご使用い 
ただけまず。 
















正しい使いかた（つづを) 


フェルトの交換 

※フェルトびちれてさた場合や違ラ種類のア□マ 
オイルまたはエッセンシャルオイルを使用ずる 
場合は、フェルトを交換してください。 
※フェルトはア□マ台座にご購入時にセットされ 
ているをのじ(外に2枚付属品として付属してい 
まず。 

《フェルトは洗って再使用ずることびでさません。 
※フェルトはフェルトケースののの下になるよラ 
に装着してください。 

※フェルトケースは中性洗剤などで洗い、水気を 
よくおさ取ってから、手順2に従ってセットし 
て < ださい。 

《交換用のフェルト AF -04 は別売しておりまず。 
4枚セット已2已円（税込み)。 

お買上げの販売店またはドウシシャサービスセ 
ンターへお問い合わせください。 


フエ J レト 



ア□マオイル-エッセンシャルオイルなどについて 

-がに近づけないでくださし、。 

-子供の手の届かない場所に f 呆をしてくださし、。 

-を服などに付着した場合は、大量の水で洗い流したあと、 
自が乾燥させてください。乾燥機は使用しないでください。 
発火する恐れびあ0ます。 

-手に付着したとさは、直ちに手を洗ってください。 

-取り扱いについては、ア□マオイル-エッセンシャルオイ 
胃ルに付属の取扱説明書をご覧ください。_ 
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お手入れと保巧 



水タンクを取り出したあと、本体内部の金属部に軸れない。（けが•巧障の原因） 

必ず運転を止め、電源プラグをコンセントか5抜いて、本体の部びちえるのを待ってか6 (10 分に）お手入れ 
を行う。（感電-やけど-けびの原因） 

清掃をは、必ず各部品を元通りにセットずる。（やけど•けび•故障の原因） 


本化のお手入れ（週に2回な上） 

本体に残っている水をされいに捨ててください。 
※水を捨てるとさは、必ず本体に表示されている 
矢印方向から捨ててください。 

矢印方向ムツ外から水を捨てると、故障の原因と 
な0まず。 

本体の巧れは、めるま湯か台所巧洗剤に浸してか 
たくしぼった柔らかい巧でふさとり、さらに乾い 
た巧でやさしくからぶさをしてください。（樹脂部 
分は強<こずらないで<ださい。傷つさの原因と 
なることびありまず。） 


※水を捨て、よく乾燥させてください。 

《吸気口のホコ U を掃除機などで清掃してくださ 
い。 

水タンクのお手入れ(週に2回な上) 

水タンク内に水を入れ、水タンクキャップを締め 
て水タンクをよく振り、排水してください。（これ 
を S 〜3回繰り返しまず。） 

※水タンクは必ず水で洗ラ。 

お湯で洗ラと変形の恐れびあります。また洗剤 
等で洗ラと故障の原因とな0ますので、洗剤等 
は使わないでください。 


※水路カバーを取りはずした場合、必ず装着しな 
おしてください。水漏れの原因となります。 



※水路カバーを正し<取り付けないと、本体より 
お湯びあふれる原因とな0ます。 

水路カバー下部脚部分（点線部）を本体水路の 
溝部（矢印で指し示している箇所）にしっかり 
と差し込んで < ださい。 



A 注意 


• ベンジン-シンナーではふかない。（変色や 
変おの原因） 

•化学ぞラさんをご使用の際は、そのミち意書 
をに従って使用ずる。（変色•キズの原因） 

• 水タンクおよび水槽の水は毎日新しい水道 
水と入れ曽える。本体内部は常に清潔を保 
つよラ定期的にお手入れずる。 

お手入れせずにお使いになると、ミちれや水 
アカによ0、カビや雑菌び繁殖し、異臭の 
原因になります。まれに体質によっては、 
過敏に反応し健康を害することびあります。 
この場合は、医師に相談してください。 

• 水道水ながは使わない。 

一般的に水道水は塩素殺菌処理されてお 
0、雑菌び繁殖しにくいためです。ミネラ 
ルウオーター、アルカ U イオン水、井戸水、 
浄水器の水は水アカび多くなったり、カビ 
や雑菌び繁殖しやずくな0ます。必ず、さ 
れいな水道水をご使用ください。 

• ジュースなどの飲料水、温水 （4ocia 上)、 
化学塞品、芳香剤（ア□マオイルなど)、洗 
剤を入れた水などは絶対に使用しない。 

水タンクや本体び故障する原因となりまず。 




























お手入れと保巧（つづを) 


超音波振動板（セラミックディスク） 
の交換方法 

超音波振動板（セラ S ックディスク）の耐久時間 
は約3 0 0 0時間でず。これを過ざると三ストの 
発生量びかな<なったり発生しな<なりまず。こ 
のよラなとさには、別売のセラミックディスクを 
次の手順でお取0替え<ださい。（ち図を参照して 
<ださい） 

a ) 電源を切って、電源プラグをコンセントから抜 
さ、水を捨てまず。 

b ) 専巧工具で1」ング留め具を左に回してはずし、 
U ング留め具、セラミックディスクを本体から 
取りはずしまず。 


C) 別売の交換用部品を取り付け、専用工具にて U 
ング留め具を締めつけまず。 

を）]交換用セラミックディスクは破損防止 
巧のゴム U ングにて保護されていまず。 
取り付けの際には、セラ三ックディス 
クを損傷しない様にゴム U ングをはず 
して < ださい。 

を）2セラミックディスクには表と裏びあり 
まず。取り付けの際には表び見えるよ 
ラに取0付けて < ださい。 

お取替えの際には中はされいに乾かして<ださい。 

巧巧のしかた 

「本体のお手入れ」「水タンクのお手入れ」に従つ 
てお手入れ•清掃したあと、本体内部の水分をよ 
くふさ取り、陰干しして十分に乾燥させてくださ 
い。ポ U 袋などに入れ、取扱説明書ととちにお買 
い上げ時の箱に入れ、湿気の少ないところに保を 
して < ださい。 


セラミックディスクセット 
IMM-D 旧 C001 
¥840 (税込み、送料込み） 
-17 V セラ5ック 

リンク— /ディスク 


、コ7、 
対； 

若 


ゴムリング 
をはずず 


セラミックディスクには表 
面と裏面びあ0ます。 
※表面を上にして取り付け 
て< ださい。 


表面 



裏面 



リング留め具- 


セラ S ックディスク- 


-ジ 


本体 
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修埋-ヴービスを依頼する前に 


A 警告 

修理技術者なかの人は分解したり修理をしない。 

r 故障かな？」 

と思つたとさには次の点をお調べください。 


猫犬 

まな原因 

処置 

電源が入5ない 

-電源プラグびコンセントに差し 
込まれていない 

電源プラグをしっかり差し込む 

加湿しない、または加 
湿量び少ない 

•電源/給水表示ランプ ( P / E ) 
び赤色に点好している 

-給水ずる 

《電源/給水ランプ （ P / 已び消えてから 
すぐに電源ボタンを巧してを、約 
2分間は加湿しません。水温を日0でじ( 
上に加熱し、殺菌を行なってから加湿運 
転を行なラためでず。 

• 超音波振動板（セラ S ックディ 
スク）び交換時期になっている 

•超音波振動板（セラミックディスク）を 
交換ずる （12 ページ参照） 

給水してち電源/給水 
表示ランプ （ P / S び 
赤色に点'打ずる 

-水タンクび本体に確実にセット 
されていない 

水タンクを確実にセットずる 

においびでる 

• 水道水じ(外を使用している 

水タンクに残っている水を捨て、「お手入 
れと保を」に従って掃除ずる 

約1分間に1回ミスト 
が止まりそラになる 

•故障ではありません。三スト吹 
出口に水び溜まることを防ぐた 
め、ファンモーターの運転を約 

1分間に]回、ファンを2秒 
間止めていまず。 

通常の動作なので、異常ではあ0ません 

リモコンで操作でさない 

-電池び消耗している 

-新しい電池に交換ずる 

-電池の向さび逆になっている 

-電池を入れる時は+側を表にして入れる 
(6 ページ参照） 


長年ご使用の加湿おはよ<点検を 


このよラな症がはあ0ませんか？ 

-電源コードや電源プラグが異常に熱い。 

-電源コードを動かすと、通電したり、しなかったりする。 

-こげ臭い巧いびする。 

-その他の異常-故障びある。 


► このよラな症状の時は、事故防止のため、すぐに電源を切り、 
コンセントから電源プラグを抜いて、必ず販売店またはド 
ウシシヤサービスセンターに点検をご相談ください。 
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